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現在、上水道課では吉田地区配水施設整備事業として来年3月末完成を目指し、野村配水池として丘中学校北

側の敷地に1,200㎥のステンレス配水池、流量計室、管理棟を建設しています。

この施設は、上西条配水池、床尾受水池、郷原配水池、片丘西部配水池に次いで市内で５番目となる応急給水

拠点施設で、地震などの災害時に配水池から直接給水車等へ補給したり、飲料水の給水所として使用することが

できます。

この施設から、平成３０年度に稼動するエプソン㈱広丘事業所新工場への給水が行われると共に、将来的な吉

田地区の水需要への対応として、事故等の

断水リスクの低減、給水区域のバックアップ

体制など今まで以上に安定した水の供給と

災害に強い水道施設の構築を図ります。

◇建設中のステンレス配水池◇野村配水池の位置図

塩尻市立丘中学校

野村配水池
建設地

丘中学校入口

至 広丘駅

下水道の誤った利用や異物の混入は、下水道管のつまりや下水を処理する機械の故障により、下水道が使用
できなくなるトラブルの原因となります。異物や油などを流さないよう、皆様の適正な排水をお願いします。

◆下水道に流してはいけないもの

水に溶けない紙類（ティッシュ、おしりふき、ウエットティッシュ

、おむつ等）、布類、プラスチック、ビニール類、毛髪、油脂類

◆油を大量に使う店舗等の皆様へ

グリース阻集器（グリーストラップ）の適正な管理をお願いし

ます。

＜清掃管理の目安＞

・バスケットに溜まったゴミ等の除去（毎日）

・浮上した油脂分等の除去（週１回）

・底部に溜まった沈殿物等の除去及び槽内の清掃（月１回）

←  下水管の中に堆

積した異物の写真。
水に溶けない固

形物のもののほか、
油脂類も冷えて固
まり、少しずつ大き
くなることでつまり
の原因となります。

凍結防止対策をしっかりと！
分ちゃん嶺ちゃんからのお願い！！

●凍結防止の３つのポイントを教えるね！

①凍結防止帯を取り付けよう。

②不凍栓を閉めよう。

③メーターボックス内に、発泡スチロールなど

を詰めたビニール袋を入れて、メーターを保

温しよう。

③

寒くなったね。これからの時期は、水道管が凍
結するから、しっかり凍結防止対策をしないと
大変だよ！水道管が凍結すると、水が出なくな
るだけでなく、破裂してしまったら修理の費用
がかかってしまうからね。

分ちゃん

嶺ちゃん



　　 　　

　　

　　

　　

　　

　　

※国庫補助⾦1億7,159万円は、翌年度に補助対象となる事業の額1,410万円を含んでいます。

　事業運営については、不断の下水処理や施設の延命化などによる持続可能な下水道を目指し、下水道施設の機能維持と増進に取
組みました。
　事業収益については、水洗化人口の微増などにより、下水道使用料は増収となりましたが、前年度は地方公営企業会計制度見直
しに伴い、引当金の要件を満たさなくなった修繕引当金を特別利益に戻入れることとしたため、総収益は大幅に減額となりまし
た。一方、費用では、企業債の補償金免除繰上償還の効果により支払利息は減額となりましたが、施設の委託料や修繕費が増額と
なり、総費用は増額となりました。しかし、当年度純損益は前年度と同様に利益となりました。
　下水道事業においては、人口減少社会を迎え、下水道使用料の減収が見込まれるなかで、多額な企業債の借入れによる償還、浄
化センターなど施設の大規模な改築や耐震化などを控えていることから、今後も経営の健全化に配慮した計画的かつ効率的な事業
運営に努めていきます。
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◆下水道事業の経営状況◆

平成２８年度決算の概要について
◆水道事業の経営状況◆

　事業運営については、安全でおいしい水道水の安定供給や、水道システムの最適化による持続可能な水道を目指し、水道施設の
機能維持に取組みました。
　事業収益については、給水戸数の微増により、給水収益は増収となりましたが、前年度は地方公営企業会計制度見直しに伴い、
引当金の要件を満たさなくなった修繕引当金を特別利益に戻入れることとしたため、総収益は減額となりました。一方、費用で
は、企業債の補償金免除繰上償還の効果により支払利息の減額となりましたが、減価償却費の増額、鉛製給水管解消工事や水道料
金等賦課徴収業務委託に伴う料金事務所改修工事などの修繕費が増額となり、総費用は増額となりました。しかし、当年度純損益
は前年度と同様に利益となりました。
　水道事業においては、人口減少社会を迎え、給水収益が減収するなかで、浄水場などの大規模な更新や改築、耐震化などを控え
ていることから、今後も経営の健全化に配慮した計画的かつ効率的な事業運営に努めていきます。

水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
の

収
入
と
支
出

(

税
抜

)

水
道
施
設
を
整
備
す
る
た
め
の

収
入
と
支
出

(

税
込

)

その他
（他会計負担金・雑収益など）

1億3,374万円

長期前受金戻入 1億5,063万円

水道料金

12億9,385万円

不足額 6億6,053万円

※不足額6億6,053万円は、施設

の減価償却費等の内部で留保さ

れた資金等で補てんしました。

その他(負担金など)2,358万円

企業債 1億8,820万円

企業債の元金償還金
2億7,034万円

施設の建設改良など

整備に要する費用

6億197万円

収入 15億7,822万円 支出 14億2,506万円

収入 2億1,178万円 支出 8億7,231万円

収入 26億9,692万円 支出 25億3,237万円

収入 9億8,560万円 支出 19億1,991万円

1億6,455万円

1,848万円

4億449万円

14億6,901万円

6,168万円

5,668万円

8,739万円
下水道管など維持管理するための費用

使用料を収納するための費用

事業全般を運営管理するための費用

施設の減価償却費

企業債の支払利息等

その他(資産減耗費、特別損失など)

純利益 収入合計－支出合計

4億3,464万円 下水を処理するための費用

不足額 9億4,841万円

※不足額9億4,841万円は、施設の減

価償却費等の内部で留保された資金

等で補てんしました。

その他(受益者負担金など) 1,113万円

国庫補助金 1億7,159万円

一般会計からの繰入金

3億3,658万円

企業債 4億6,630万円

企業債の元金償還金
14億1,743万円

施設の建設改良など
整備に要する費用

5億248万円

その他（雑収益など）

1,155万円

長期前受金戻入

7億8,368万円

一般会計からの繰入金

5億1,341万円

下水道使用料

13億8,828万円

1億5,316万円

2,142万円

9,853万円

5億7,257万円

4,910万円

1億5,335万円

1億6,391万円

3億6,618万円
水道水を供給するための費用

給・配水管など維持管理するための費用

メーターの検針や料金収納するための費用

事業全般を運営管理するための費用

施設の減価償却費

企業債の支払利息等

その他（資産減耗費、特別損失など）

純利益 収入合計－支出合計

水道水を

供給する

費用

238 円

水道管を

維持する

費用

105 円料金を

集める費用

71 円 事業を運営

する費用

7 円

人件費

94 円

施設の

減価償却費

など

416 円

企業債の

支払利息等

69 円

水道料金１，０００円の使い道

下水を処理

する費用

165 円

下水道管を

維持する

費用

35 円
使用料を

集める費用

22 円

事業を運営

する費用

4 円

人件費

27 円

施設の

減価償却費

など

587 円

企業債の

支払利息等

160 円

下水道使用料１，０００円の使い道


